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プ
ー
ル
教
室

◆
大
人
の
水
泳
教
室

○
開
催
日
時　
４
月
13
日
～
６
月
22

日
の
毎
週
木
曜
日

　

午
後
６
時
15
分
～
７
時
15
分

○
対
象
者　
高
校
生
以
上

○
定
員　
30
名

○
受
付
開
始
日
時

　

３
月
26
日
㈰　

午
前
９
時
か
ら

◆
小
学
生
水
泳
教
室

○
開
催
日
時　
４
月
15
日
～
６
月
24

日
の
毎
週
土
曜
日

　

午
前
10
時
～
11
時

○
対
象
者　
小
学
生

○
定
員　
30
名

○
受
付
開
始
日
時

　

３
月
26
日
㈰　

午
前
10
時
か
ら

◆
幼
児
水
泳
教
室

○
開
催
日
時　
４
月
15
日
～
５
月
20

日
、
５
月
27
日
～
６
月
24
日
の
毎

週
土
曜
日

　

午
前
11
時
～
12
時

○
対
象
者　
講
座
開
始
日
に
４
歳
か

ら
６
歳
（
未
就
学
児
）

○
定
員　
各
10
名

○
受
付
開
始
日
時

　

３
月
26
日
㈰　

午
前
11
時
か
ら

◆
ア
ク
ア
ダ
ン
ス

○
開
催
日
時　
４
月
13
日
～
６
月
22

日
の
毎
週
木
曜
日

　

午
後
３
時
～
４
時

○
対
象
者　
高
校
生
以
上

○
定
員　
25
名

○
受
付
開
始
日
時

　

開
催
日
毎
に
受
付

︻
そ
の
他
︼

・
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
プ
ー

ル
入
場
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
大
人
２
０
０
円
、
小
人
１
０
０

円
）

・
小
学
生
、
幼
児
の
教
室
は
、
保
護

者
の
方
に
受
付
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

研
修
室
講
座
（
管
内
の
在
住
・
在

勤
に
限
り
ま
す
）

◆
ピ
ラ
テ
ィ
ス

○
開
催
日
時　
４
月
15
日
～
６
月
24

日
の
毎
週
土
曜
日

　

午
前
11
時
～
12
時

○
対
象
者　
高
校
生
以
上

○
定
員　
25
名

○
受
付
開
始
日
時

　

３
月
26
日
㈰　

午
後
１
時
か
ら

◆
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

○
開
催
日
時　
４
月
14
日
～
６
月
23

日
の
毎
週
金
曜
日

　

午
後
６
時
45
分
～
７
時
45
分

○
対
象
者　
高
校
生
以
上

○
定
員　
20
名

○
受
付
開
始
日
時

　

３
月
26
日
㈰　

午
後
２
時
か
ら

︻
プ
ー
ル
教
室
、研
修
室
講
座
の
注
意

事
項
︼

・
お
申
し
込
み
は
、
猿
島
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
施
設
窓
口
と
な
り

ま
す
。
（
電
話
で
の
受
付
不
可
）

・
休
館
日
、
祝
日
の
講
座
は
お
休
み

で
す
。

・
受
付
は
、
開
始
時
刻
か
ら
10
分
間

と
な
り
ま
す
。
定
員
に
達
し
な
い

場
合
は
随
時
募
集
を
、
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

猿
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

☎
（87）
７
２
２
３

　

五
霞
町
商
工
会
で
は
、
地
域
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

「
第
１
回
商
工
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
開
催
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
日
時　
３
月
19
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

※
雨
天
決
行

○
場
所　
多
目
的
集
会
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

駐
車
場

○
イ
ベ
ン
ト
内
容

　

各
種
模
擬
店
、
豪
華
大
抽
選
会
、

カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
腕
相
撲
大
会
、

じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト

※
内
容
に
よ
っ
て
は
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

五
霞
町
商
工
会　

☎
（84）
０
７
７
７

●
欲
求
不
満
や
劣

　
等
感
が
生
む

  

　

「
い
じ
め
」
を

生
み
出
す
心
理
的

な
理
由
は
、
基
本

的
に
は
、
欲
求
不

満
の
解
消
、
そ
れ

も
存
在
感
や
自
尊

感
情
の
欲
求
不
満

の
解
消
を
求
め
る

心
理
が
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。 「
い

じ
め
」
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
他

で
満
た
さ
れ
な
い
欲
求
を
代
償
的
に

満
た
し
一
時
的
な
心
理
的
満
足
感
を

得
て
い
る
の
で
す
。

●
人
権
意
識
の
未
熟
、
希
薄
さ

　
「
い
じ
め
」
を
行
う
子
ど
も
の
一
般

的
な
特
徴
を
み
る
と
、
彼
ら
が
何
ら
か

の
欲
求
不
満
や
劣
等
感
を
抱
え
て
い
る

ほ
か
に
、
次
の
も
の
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

①
多
数
派
に
同
調
す
る
な
ど
、
自
主
的

な
責
任
の
あ
る
行
動
が
と
れ
な
い
。

②
不
満
に
耐
え
る
力
が
弱
く
、
欲
求
不

満
を
抑
制
す
る
精
神
力
が
弱
い
。

③
集
団
の
中
で
自
己
顕
示
欲
が
強
い
。

④
自
己
中
心
的
な
行
動
を
と
り
、
他
人

に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
、
無
関
心
で
あ
る
傾
向
が
強
い
。

⑤
相
手
の
立
場
や
気
持
ち
を
思
い
や
る

と
い
う
意
識
が
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、 「
い
じ
め
」
を
行
う

子
ど
も
た
ち
に
は
、
他
人
に
対
す
る

思
い
や
り
や
弱
者
に
対
す
る
い
た
わ

り
が
み
ら
れ
ず
、
人
権
意
識
の
未
熟

さ
、
希
薄
さ
が
み
ら
れ
る
の
も
そ
の
特

徴
で
す
。

●
心
の
痛
み
と
責
任
を
自
覚
さ
せ
る

こ
と
が
大
切

　

「
い
じ
め
」
を
す
る
子
ど
も
は
、 「
い

じ
め
」
を
受
け
る
子
ど
も
が
、
相
談

相
手
も
な
い
ま
ま
、
来
る
日
も
来
る

日
も
一
人
で
深
刻
に
悩
み
続
け
、
学
校

へ
登
校
し
て
皆
と
顔
を
合
わ
せ
る
こ

と
さ
え
恐
ろ
し
く
な
り
、
孤
独
感
を

感
じ
て
行
き
場
を
失
い
、
将
来
に
わ

た
る
深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
す
こ
と

に
つ
い
て
、
考
え
が
及
ば
な
い
よ
う
で

す
。
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
さ

せ
、 「
い
じ
め
」
が
、
大
変
に
残
酷
で
、

取
返
し
が
つ
か
な
い
重
大
な
人
権
侵

害
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
理
解
さ
せ

る
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。

●
人
権
意
識
を
育
て
る
こ
と
が
大
切

　

結
局
、 「
い
じ
め
」
は
、 「
い
じ
め
」

を
行
う
子
ど
も
の
存
在
感
や
自
尊
感

情
の
欲
求
不
満
の
代
償
行
動
と
し
て

な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
か
ら
、 

「
い
じ
め
」
を
な
く
す
た
め
に
は
、
根

本
的
に
は
「
い
じ
め
」
を
行
う
子
ど

も
の
存
在
感
や
自
尊
感
情
を
満
足
さ

せ
る
よ
う
に
、
彼
ら
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、
彼
ら
の
悩
み

を
解
消
し
て
い
く
指
導
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、 「
い
じ
め
」
は
他
人
に
対
す

る
思
い
や
り
、
人
権
意
識
の
希
薄
さ
に

よ
る
行
為
で
す
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の

中
に
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
合
う
豊

か
な
心
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

（
法
務
省
人
権
冊
子
よ
り
抜
粋
）

思いやりの心で明るい社会を

「いじめ」を
させないためには

猿
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
各
種
講
座
の
ご
案
内

第
１
回
商
工
会
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す


